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第 75回（平成 28年度臨時会） 

近江八幡市安土町地域自治区地域協議会 次第 

日 時：平成 28年 9月 26日（月）午後 1時 30分 

場 所：安土町総合支所 3階旧議員控室 

１．開会 

 

 

２．経過確認 

 

 

３．協議事項 

近江八幡市・安土町 新市基本計画の変更について〔諮問〕      

    

 

４．閉 会 
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会議録 

●会議の名称 安土町地域自治区地域協議会 第 75回（平成 28年度）臨時会 

●開催場所 近江八幡市安土町総合支所 3階議員控室 

●開催日時 平成 28年 9月 26日（月） 13:30～15:00 

●出席者 

（委員等） 

安田惣左衞門会長、茶野初美副会長、可須水弘美委員、小杉稔委員、善住元治委

員、仙波謙三委員、中澤栄子委員、矢場義章委員、横川明子委員 

（説明者等） 地域協議会事務局 

（事務局） 安土町総合支所…大林地域自治区長 

住民課…福井次長兼課長、川部課長補佐、助野副主幹 

●議題及び議事  

 

事務局  第 75回近江八幡市安土町地域自治区地域協議会を開会いたします。 

開会にあたりまして、会長よりご挨拶いただきます。 

 

会長  （あいさつ） 

 

事務局  ありがとうございました。続きまして、安土町地域自治区大林区長が挨拶いた

します。 

 

事務局（区長）  （あいさつ） 

 

事務局  それでは、本日の会議について澤委員がまだお見えになっていませんが、「近

江八幡市及び蒲生郡安土町の廃置分合に伴う地域自治区及び地域自治区の区長

の設置に関する協議書」第 11 条第 3 項の規定に基づき、本協議会が成立してお

りますことをご報告申し上げます。 

 また宗野アドバイザーにつきましては会長宛てに欠席の連絡がありました。 

 それでは、これより議事に入らせていただきます。会議の議長につきましては、

同じく協議書の規定に基づきまして、会長にお願い申し上げます。 

 

会長 それでは、規定に基づき、議長を務めます。会議につきましては慎重審議をし

ていただきたいのですが、できましたら 1時間ぐらいで終えられるように予定し

ていますのでよろしくお願いします。 

経過確認でございますが、9月 21日の定例会において、新市基本計画の変更に

ついて市長より諮問があり、政策推進課より説明があり、各委員においては内容

を注視していただいたところだと思います。計画の変更につきましては、期間の

延長、平成 36 年までの 5 年間の延長ということでございましたけれども、主な

内容については庁舎整備を取り入れて、当然ながら財政計画を 36年まで見ると。
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平成 36 年までの財政計画は現在進行形でまだ完成していませんが、これは追っ

て完成し次第、提示するという説明でした。まず、5 年間延長ということと、財

源の使い道につきましても一部意見をいただいています。今日改めまして、この

諮問でございます、基本的に延長、取り入れ変更した庁舎整備、それに伴いまし

て財務と、基本的なことにつきまして、良いか悪いか、賛成か反対なのか。それ

に付帯的に意見が付くならば意見を申し添えるということでございます。これら

が先般、21日の政策推進課より出て参りました経過がございます。こういうこと

で一つ協議を行ってもらいたいと思っております。協議会の答申をするための会

議です。中身が庁舎整備ということで、庁舎整備も市民のご意見を伺いながら、

優先的に子育てということで子育て関係エリアが今度の構想では非常に多く取

られている。それと、住民サービスのわかりやすさということで、1 階の総合窓

口に行くと手続きが一挙にできるというようなレイアウトが現在の庁舎整備に

はされていまして、新市基本計画にも謳われています、安土地域ももちろん含み

ます、住民のニーズが織り込まれた庁舎整備になっていますので、当然我々地域

協議会としまして市民の立場に立ちまして、良くなることは間違いないわけであ

ります。そこらを踏まえまして、もしご意見があるようでしたら、付けながら諮

問に答えたいと思っています。 

基本的に、諮問に対して、期間と内容、庁舎整備ですが、このように部分的に

諮問されていますのでこれについてまず協議を。 

 

副会長 庁舎に使うお金と言うのはもう計画されていたと思うのです。どこかから借り

てきてとか。まだ 5年間延長されて、合併特例債を使うということは、今まで予

定していた予算の中で考えておられたと思うのですけれども、それからこれ以上

に使うということになるのか、置き換えて使うのか、その点が私はどうかなあと

思うのですけれど。借りられるから余計に使っていくという発想ではなくて、今

までを見直してそちらを使っていくのか。そこまでを考えていただければと思

う。 

 

事務局（区長）  庁舎だけでなくて、例えばの例を言いますと金田小学校に桐原、できるだけ市

の財源は他の事に使うようにして、国から補助金をもらうことを各事業の基本ベ

ースにして進めています。ほとんどは社会資本整備という別の、40～45％が国か

らいただけます。庁舎の場合を言いますと、合併特例債、それと社会資本、それ

と公共事業債。それに一般財源を付け加えると。そこで、新市基本計画には盛り

込んでいますけれども、その時は明確な庁舎整備を行うと言うことは書いていな

かったのです。書いてあるのは、公の施設を整備する場合にとあり、目的をはっ

きりさせないといけないということも絡んでいまして、今回、庁舎整備というこ

とを明確にした項目を入れて、合併特例債をいただいて事業をして行こうかとい

うことなのです。もともと、庁舎についてはそれも含んで、金額は別ですが、金
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額はできるだけ最小の経費で最大の効果を出すということで、今設計段階に入っ

ています。やっぱり市の財源も使っていかないといけませんので、そうなると市

民の皆さんにも負担にもなりますので、できるだけ最小限の事業費でしようとし

ているので、その手続きをしないといけない。この合併特例債は 36％と率は決ま

っています。その整備をするのが、庁舎だけでく、子育てとかいろいろなにぎわ

いがここに盛り込まれるので、その 36％は活用させてもらって、あとは社会資本

が 40～45％、あと公共事業債、残りは一般財源で行こうかということです。い

ずれにしてもお金は返さないといけないのですけれども、今厳しい財源で市の一

般財源をどんと使うよりも、いただけるものを活用していくためには、この手続

きを明確にしておかなければ国のほうも認めてもらえないよということで、今一

部修正をするということなのです。 

 

会長 庁舎については、いくらと言うことは議会でも決まっていないのです。設計も

何もできないので、全体的に必要だとされている金額が幾らでしたか。 

 

事務局（区長）  必要とされる額は、70億から 80億円。 

 

会長 それを目安に整備をしますということで、もちろんこれも安くなるほど良いの

で。設計業者も今、決められた。今度、実施設計ができますと、いよいよ入札に

入られる。それも一番安いと言いますか、安心できるところにということで、そ

の都度具体的に議会に諮られる。庁舎整備がもともといくらかかって、それが何

の資金を使ってということで決まっているものではない。およそ、70何億円で整

備しますということは議会承認を取られまして、それから 1歩 1歩進まれたこと

には議会承認を得ながら、進んでいる。今済んでいるのは、実施設計の業者選定

まで。その時に決めると同時に、一方、財源で地方交付税だとか国の補助金とか

決められていまして。1 階、2 階の子育て支援エリアはほとんど、それから市民

が入っているところは、先ほど区長が申されましたように、社会資本を使おうと

思っているのですね。ところが、職員の事務室のところには使えない。事業の目

的がございますので、市民がいつも出入りするフロアーは社会資本というのが一

般的でそんなのが使える。このように使い分けて 1つの庁舎をいろんな使い道を

示されておられる。老蘇コミセンを 2年前に建てていただいたおりも、一般的な

社会資本がメインですけれども、その他あらゆる予算を使っていただいて周辺整

備をしていただいた。近江八幡市の方針は、1 つの物件でも場所の目的によって

事業予算をいろいろと駆使しながら 1つの物を作っておられますので、全てが皆

さんの市税とは言えないし、全てが国の費用とも言えないというような状態です

ので、今後の市民の市民税を活用した金はどこのを使うのかということは、1 歩

1 歩進みますと明確になるだろうけれど、おそらく今作っておられます財政計画

はおそらくそうであろうという予定で財政計画を作っておられると思います。お



5 

金についてはその都度、決めて行かれて、最初から今度のことは何と何を使って、

いくら使って、合計何十億円だといようなことではない。 

 

事務局（区長）  私なりに心配でしたので、他の市町はどうなのかと資料を取り寄せました。内

部資料ですので、配付はできませんけれども。近江八幡市だけが新市基本計画を

変更するということでは無く、滋賀県下はほとんど触っています。用途を明確に

して修正したのは、近江八幡市は庁舎の関係とか総合的に明確にして合併債を活

用しようということで今変更しました。それと同じスタンスを取っているのが、

甲賀市で、甲賀市は今庁舎の整備を進めていますけれども、そのようなことが整

理できていなかったということです。それと、湖南市も公共施設の項目を入れら

れています。東近江市は、既に 5年間の延長のみで終わっています。米原市も計

画期間延長のみで終わっています。野洲市も延長だけで終わっています。事業を

するために明確化して再認可を受けないといけないということで、甲賀市、湖南

市、近江八幡市は、期間の延長にあわせてその点が変更になっています。これは

参考です。 

 

会長 今回の新市基本計画、合併されたところが、合併債の使い方を延長しておくだ

けで内容が変わらない所は、既に上げた中で今後 5年間を合併特例債を使いたい

から期間延長のみでということですね。当初、ここに庁舎も含まれますよと総務

省との手続きはできていたのですが、今の場合はもう少し明確に明示してもらわ

ないとそれは困るよということでこの機会に具体化しようということで変更さ

れたということです。あと、もし諮問内容につきまして何かご意見ございました

ら。 

もともと、官庁街整備の一環が今回の庁舎整備で、市民が憩える場づくりだと

か、そのようなことが合併協議会でも上がっていました。そのようなことを今回

は庁舎整備で叶えようということで、今回具体化されたスケジュールで言います

と、当初の基本計画に謳っていたいろんなものがより具体化されて、実行に移せ

るような状態に入ることになろうかと思います。福祉向上ということも基本計画

にありますけれども、今は福祉関係は別館になっていますが、今度の庁舎の中で

福祉関係それと子ども福祉等々が関連的に配置されまして、福祉行政、子育ても

一貫してしようということで庁舎はなっていまして、今の現行の庁舎から申しま

すと結構市民の立場からして相談窓口等々との利便性を図れるということを考

えておられるところです。 

 

事務局（区長）  新市基本計画は何ら修正は今は全くされていないのです。今までの現行に、よ

り明確にするための文を付議するということと合わせて 5年間の延長ができるの

で、その手続きを踏んできちっとしておこうかということですけれども。そのこ

との始まりは説明があったと思いますけれども、東日本の震災から早く復旧をし
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なければいけないということで国も力添えと言いますかテコを入れたらという

ことで、災害に遭われた都道府県に自分たちで全部しなさいとか、町の財源で復

興しなさいとか到底できたものではありませんので、国が責任をもって復興を支

援していきたいという審議がなされまして、合併されたところもありますので国

はそのようなものを活用してくださいよというように見直しがされたんです。災

害に遭われたところは 10 年延長されるのですが、他のところは 5 年間延長でき

ることを認めて構いませんよということで今回、どこの町でもそこの議会の承認

を得て、県へ出して、県議会の承認を得て、総務省に上げて国が認めるという手

続きがされているところです。 

 

会長  何か皆さんで、期間延長、その内容はというのは庁舎整備を具体的にしたとい

うことで、基本計画の変更をしたいということですが、委員で何かご意見は。 

 

委員  庁舎の計画は何年ぐらいまでですか。 

 

事務局（区長）  32 年の 10 月。本当は 33 年度まで掛かるのですけれど、できるだけ早くとい

うことで、32年 10月を目指して進めようかということで、ちょっと補足します

と、会長も設計に入る前の審査委員に入っていただいたと思いますが、一応業者

が決まって今基本設計に入っています。基本設計が 28年 12月にできます。基本

設計に続けて実施設計に入りますのが、29年度の秋ごろに終わります。次は何か

と言いますと本格的な工事発注になります。29 年後半から、30 年、31 年、32

年の 4年ちょっとぐらいかかります。というのが今のところ我々が聞き及んでい

るスケジュールです。 

 

委員 以前いただいた資料で、新旧対照表というのがありまして、ここに地方債の発

行総額というのが 30年度と 31年度で突出して大きく上がっているので、ここら

で何か大きなことがあるのかなあと。50 億円近くになっている。27 年度で上が

っているのは桐原が原因ですね。 

 

事務局（区長）  そうです。次に上がってくるのは私も明確ではないのですけれども、大型事業

で言いましたら岡山ですね、今、財政が厳しい中ですので、個人的には安土のま

ちもこのような整備ができたらいいなあと思っていますのですけれど。この財政

計画には安土の拠点整備は入っていません。 

 

会長  これもこの前、担当者に説明してもらいましたが、27 年度までは実績で、28

年度からは変わってきますよね。 

 

事務局（区長）  このシミュレーションは毎年見直していきますので、地域協議会から財政課を
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呼び出して説明を求めても良いのではないかなあと思います。それとあわせて、

今は無理ですけれども、庁舎の実施設計ができたかできないかぐらいで今後のス

ケジュールはどうなるのかということも地域協議会に担当者を来ていただいて

意見を交えるのも一つかなあと思います。と言いますのは、工事に入りますとお

そらく最小の経費で最大の効果を出すというのが共通認識ですけれども、そうな

ると使える施設を使おうという話は出ていますので、前から言われている安土の

支所が仮庁舎化して来るのが本格化していくと思います。そうなると、どの課が

来てどのような仕事をするのかということも、皆さんに聞いていただく機会があ

ろうかと思いますが、そういう今後の運びになろうかと思います。 

 

会長 今の落札した業者の実施設計が終わるのが来秋だと。それでその業者さんは、

市が想定していた竣工を 4か月ぐらい短縮しますということでした。 

 

委員 期間を延長しますことについてどうですかということですよね。いろんなこと

いっぱい出てきているんです。中身についてご意見をと言うことではないのです

ね。そうなるととてもじゃないけれど一遍ではできない。 

 

事務局（区長） そう。いつまで検証するのだということにもなりますし。随時、ここがわから

ないから担当呼んで聞いてもらったらどうですか。 

 

会長 この前は未調整項目を事務局が上げてもらったが、仙波さんの話だと、新市基

本計画の項目ぐらいは、その時点では完全実施ではないと思いますが、新市基本

計画に謳った内容はどうなっているのだと、これこれこういう制度で、あるいは

施設となって完了していますというような、中間的な項目と言うのは結構新市基

本計画にはあると思います。手も付いてないような項目があるとなると、あと 1、

2 年しかないのに、どうしているのかという指摘をしないといけないのです。一

度、新市基本計画を網羅してもいいのです。 

 

委員 そうではなくて、協議会との関係なのですけれどもね、期間延長に関する。 

 

会長  安土町地域自治区が出来て、地域協議会の設置なのです。基本は地域自治区な

のです。安土町地域自治区に関することで、ここの支所が安土町総合支所になっ

ているのですが、本来ですと、2 課あったものが 1 課にされたときも、実は本庁

から協議会に関することは諮問が来ないのといけないのです。地域自治区、その

下に地域協議会がありまして、地域自治区に関することは全てが地域協議会に実

は意見を聞くことになっているのです。これが地方自治法第 202条の項目に記載

されているのです。実はそうなんです。かなりの権限があるのです。合併協議会

のときの資料を見ていますと、基本計画は 10 年なのになぜ地域自治区は 4 年な
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のか、おかしいのではないかと私ら安土側の者としては、新市基本計画の実行を、

要は実施確認をすることが協議会の 1つの言わば任務なのですね。10年計画でし

ているのに、4 年で地域協議会が終わったら、検証はできずに終わらないと行け

なくなる。だから、今回でも 5年延長するから、地域自治区も 5年延長しますと

いう対になるものではないのです。これは一旦認めるものの、基本計画について

は地方自治法第 202条 7項 2号により、我々安土町地域自治区に対して十分関係

の大きい庁舎整備事業である、あるいは財政においても皆さん言っておられるよ

うに気になることである。地域自治区の期間というものは、どのように考えてい

ただけるのか対になることであります。協議会が意見を述べたときはその内容を

勘案し、適切な対応をしなければならないとあり、今そこなのです。だから、無

視はできない。そういった意見を言ったときに、市長はそれに対してどう対処す

るかということになるので、基本的に、諮問に対しての期間の点と、その内容、

財政のことと庁舎整備事業を明確にされた、この新市基本計画変更案の答申につ

いては、皆さん意見無かったら結構でございます。ただし、これによってこれら

の実行、特に庁舎整備事業につきましては市民に関与する福祉、子育て、あらゆ

る市民に関係する項目が整備の中にはたくさん取り込まれておりますので、それ

らを実際に気になることは財政面で、これらが気になる部分について検証方法

は、我々の自治区の延長無くして何を代替で検証できる状態を保っていただくの

でしょうかと、そのような発言をしていかなければいけないでしょうね。 

 

委員 地域自治区は 10 年間ということですが、延長した期間はどのような位置付け

になるのでしょうね。 

 

会長 今までは地域自治区における地域協議会が執行状態については意見を具申し

たり、確認したりする役割にあったわけですから、それじゃその期間が 10 年で

終わって、基本計画だけが延長された場合に、その執行状況の確認についてはど

のような施策が講じていただけるでしょうかということになる。安土地域住民と

しては、地域自治区に変わるそこらの意見を市長に言える状態であれば良い。地

域協議会の 1つの権限なのですね。地域自治区が終了しますと、地域協議会の権

限が無くなる。検証施策はどのように考えていただけるでしょうねと。その検証

方法とはどのようにしていただけるかということになる。 

 

事務局（区長）  まだ正式決定ではないのですが、その手立てについは、総合発展計画を作る予

定なのです。近江八幡市は、総合発展計画は作れていないのです。それは内部で

も気になっているところですので、今の話とは別に、地域自治区はこれは約束事

ですので 10年です。それが 32年 3月で終わります。当然、地域協議会も終了で

す。29年から 30年の 2か年にかけて、新市基本計画を重要視して、いろんな事

業をあわせて、2 か年で総合発展計画を策定しようとする準備段階に入っていま
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す。その基本計画を入れ替わるのが、ちょうど地域自治区が終わる 1 年前の 31

年度から総合計画を軸に、基本計画を持ち込んでいる総合計画を作らざるを得な

いのです。そのような運びで、今検討しています。あと、地域自治区の期間がど

うのこうのというのはおそらく、その総合発展計画の中でいろんな形の全体とし

ての検証方法を何らかの機関を設けていくのかなあというように私は思います。 

 

会長 今区長が申されましたように、そのようなことも暗に伺っておられますので、

我々も地域自治区なので自治区というものが合併特例によって10年ございます。

市から来ました新市基本計画が、実はイコール 10 年というものではなく、新市

基本計画は新市基本計画、それに関しまして合併特例から安土町地域自治区とい

うものが設立されまして、その審議機関の位置づけなされたということが基本で

ございまして、自動的に新市基本計画が 5年延長されたから安土町地域自治区が

5 年延びるというものではございません。たまたま地方自治法によります新市基

本計画の執行状況や、それに関連する物の意見具申が出来ますよと、市長、担当

部署に対しまして。こういう地方自治法の決まりがございますので、いままでは

それでやった。今のように基本計画を 5年延長されますと、地域自治区が終了し

ますので、その 5年延長の期間の新市基本計画の執行状況や関連すると言います

のが、財政的な面ですね、新市基本計画の変更の期間とともに関連いたしますも

のの執行状況や、いろんな内容確認についてはどのような施策で対処いただける

ものかということを付記しておけば、今区長が申されました 10 年終結までには

地域協議会に代わりの検証といいますか行政側に意見の出せる機関として別途

考えがあると言うような返事になるように、区長の話を聞いていたらそのように

なるような気がします。私が合併協議会のときに言ったのは、基本計画が 10 年

で、地域自治区が 4年では、執行状況は確認できないのです。ということで、地

域自治区も 10 年ということになったのですけれども、決して公的に対の物では

ないのですが、その中身が基本計画の執行の確認と言う役割がある以上、基本計

画と対にせざるを得ないということなのですね。であれば、今度は 10 年で特例

が切れたときに、その執行状況はどういう制度なり施策をもってその確認をして

もらえる方法を取ってもらえるのでしょうかということにしておけば良いので

はないかと思います。基本的には、今回の変更については地域協議会としては賛

成しますとか異議がございませんとかと言うことになる。ただし、地域自治区終

結後の 5年についての基本計画の状況確認につきましては、地域自治区に代わる

何かをお考えでしょうかというような、基本計画の確認をどのような形でしてい

ただけるのでしょうかと言うことです。区長の話を聞いていると、基本計画は 5

年延長されますけれども、総合発展計画はそれを織り込んでの計画になりますの

で、そうなりますと、その総合発展計画の中の検証ということで別の組織と言い

ますか制度を作ってやって行くということになってくると思います。 
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事務局（区長） 地域協議会は諮問を受けていますので、それに対して会長名で答申を返さない

といけない。その回答について、他の例を参考に聞いたのですが、先ほど言われ

たように検証どうこうということは間違いではございません。必要なことです

が、その事と今回の事を抱き合わせて答申をするということについては、近江八

幡市の内部的には良いのですけれども、答申の文書を付けて県・国に上げること

になるのです。そこに、関係のないことが付記として盛り込んであると、通らな

い。前に進まなくなる。協議会はそのような意見があるとして、答申とは別に意

見書を出したら良いのではないのかなあと、私は思います。 

 

会長  県に出すときは、地域協議会の意見を聞いたのかと地方自治法に書いてあるか

ら文書を付けないといけない。地域協議会としては、意見が無いということで、

異議なしとか答申する。それで、市長あてに同時に、今般基本計画延長の諮問を

受けましたがその執行状態の確認について地域自治区終結後の方策について延

長された期間での検証はどのようにお考えなのか聞きたいということを出した

らいいですね、別途。 

 

事務局（区長） 新市基本計画というのは旧安土町の言い分と、旧近江八幡市の言い分での約束

事です。その決め事を変更することはできません。変更しかけたらきりがない。

ただ、この項目に明確にできていなかった部分を今回、追記したということです。

期間を延長するということですが、10年という地域自治区は約束事で決まってい

ることですので、それを 5年延長するということは、大々的に土台から壊すこと

になりますので。 

 

会長  新市基本計画にも、安土町地域自治区が何年だとかは載っていない。というこ

とで、皆さんどうでしょうか。私も諮問ということで初めてなのですが、基本的

に基本計画の 5年延長、それは庁舎整備の具体化をしないと、もともとは薄っす

らとは書いているのだけれど、それではなかなか国の助成対応が課題であるとい

うことから、今回明確に庁舎整備事業ということを明記するということについ

て、異議なしということでよろしいですか。 

 ということで、諮問につきましてはそのようなことで。当然財政も現在作成中

ですけれど、財政計画も先般いただいた 27 年までは実績ですが。基本計画の執

行につきまして、残り 3年で基本計画の方向性は決めてもらわないと困る。新市

基本計画の各項目がどこまで行っているのか、その時に行っていなくても、その

時にはこれこれこういう弊害があるとかでできないが数年遅れてでもこういう

制度で持って行こうとか、たぶん担当部署は庁内決まっているのでそこで検討さ

れていますので、そこでだいたいは確認が取れると思います。庁舎の機能が実行

されますと、より住民サービスなり市民から出ていますいろんな要望も機能が発

揮できて確認できる姿が、残念ながら地域自治区終結の 3年遅れぐらいになるの
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ではないのかなあと思う。しかし、この地域自治区が終わる時には実施設計が終

わりますので、たぶん最後の 5期には庁舎の実務のレイアウトが提起できるぐら

いにはなります。実施には間に合いませんが。従いまして、確認について、皆さ

んが理解をできるぐらいまではあと 3年ありますと、できるのではないかなあと

思います。 

 

副会長  合併推進債のための延長ということですが、「合併」と付いている以上は、安

土もちょっとは関与しないといけないのかなあと。 

 

会長  諮問に付けるとなると手続き上、困難なことになるので、別途市長あてに協議

会としての意見書として、諮問に答えるものではなくて別途、意見書として市長

あてに皆さんが気にしていることについては出そうと。新市基本計画を、総合発

展計画に置き換えて、そこを審議するような委員の中で検証ができるようなこと

になってくるであろう。確定ではありませんが、区長のいろんな情報からそのよ

うなお話がでましたので、そのように切り替えて、新市基本計画の執行状態につ

きましては市民の目線から検証できるようにというような返答になるかもしれ

ません。市長あてに意見を出しておけば、今すぐには返答は無くても、そのよう

に検討していますとかいうような、このように考えているとかいうような回答が

来るかもしれません。何らかの回答はあると思います。 

 

事務局（区長） それはごもっともだと思います。国や総務省に上げる書類には、諮問されてい

る部分について地域協議会の意見を求めなさいということですので。そのことに

ついては、貴重な意見ですので別に、審議に当たってこういう意見が出ていまし

たということで、市長あてに意見具申をするということで。今の、期間延長に関

する意見だけではなしに、他にも意見があれば付け加えて、審議してもらったら

いいと私は思います。 

 

会長  そんなところで、みなさんどうでしょうか。これだけはということはありませ

んか。 

 

委員  この前、宗野先生が安土は特別なのだとおっしゃっていたのですけれど、どう

いうことが特別なのですか。10年ということが特別なのか、地方自治法的に。 

 

会長  安土という地域自治区を作ったというのが特例で作った。本来は、他所で作っ

ておられるのは、地方自治法に基づく地域自治区というのはあるのです。ところ

が、ここの場合は、合併特例による地域自治区ということで、期間は限定的。 

 

事務局（区長） 合併の準備会でも議会においても、地方自治法に基づく方法の合併で行くの
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か、特例法に基づいて行くのか議論があったのです。長浜でも広域の合併をした

時でも、地域自治区は作らないでも良いのです、普通は。地方自治法では、その

ような制度ではないのです。 

 

委員 結論は先ほどのとおりで良いのですけれど、意見書として出す物が、見てもら

えたら良いのですけれども。総務省まで地域協議会の意見を知ってもらっておく

ために、意見を付けておいたらどうでしょうか。 

 

事務局（区長） 意見を付けると、総務省以前に県も受け付けないでしょう。県としたら、これ

は解決するまで触れませんよというようなことです。 

 

会長 そうでしょうね。意見が出ていた、それの対処を上手くしてくださいというこ

とになりますね。 

 

事務局（区長） やはり意見は別として、十分に検証する手立てを考えてくださいよということ

を別の紙で要望したらどうですかと私は言っているのです。会長・副会長には、

市長の諮問に対し、ぜひとも文書を持って市長のところに行っていただいたとき

に、別に話をしていただいたほうが良いと私は思います。 

 

会長 その時に別の文書で持って行ったら良いね。 

 

事務局（区長）  そうです。そういうようにして下さった方がいいのと違いますか。 

 

会長 はい。そういうことで、委員、ひとつ理解していただいて。あとはご意見ござ

いませんか。 

基本計画に記載されています内容を読んで、もしこんなこと書いてあるに全然

具体化されていないとか、これはどうなっているのかとかありましたら、担当課

を呼んで。本来、基本計画は約束事で、今はできていなくても、何かの障害があ

って今はできていないけれども、必ずやこうこうしかじかでやりますだとかとい

うことを説明できないと駄目なのです。道路整備だとか、今の県道 2号線のよう

に、県がうんと言わなければどうしようもないことなのです。しかし、根気よく

努めてまいりますとかいうようなことが、基本計画にはいくつもあると思いま

す。そのようなことで、ひとつご理解を得まして。 

 

事務局（区長） この前、私、部長会がありまして、今後のいろんな話がありましたけれど、市

の慣行がまだ結論が出ていない部分があったと思うのです。一応、合併が 5年経

過したということで、5 周年式典をしようかということでされました。その際に

慣行のほうも、既に鳥だとか花だとかだいたい発表されましたけれども、歌がま
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だもうちょっとできていなく遅れていました。それが最終的に 10 月頃にはある

程度絞られてきますので、そうなったら地域協議会でもそれが残っているので、

担当課に説明を来てくださいよと私からも担当部局には言っておきましたので、

またそのことについては詳しい説明があろうかと思いますけれども、よろしくお

願いします。 

あと、残っておるのは、景観農業振興。 

 

会長 そうなると、未調整の項目と言うのは、3つでしたか。 

 

事務局（区長）  慣行の取り扱いと言うのが平成 27年 12月頃までにはという話でいたのですけ

れども、若干遅れています。景観農業振興整備計画ということで、これも農村整

備の中で進められています。それと都市計画の中で風景づくり条例ということ

で、これを進めています。この分が残っています。 

 

会長 風景づくりというのは、ほぼできています。地元から手を上げて進めていただ

いていますので。風景づくりというのは、黙っていて地域指定していただけるも

のではないので。 

新市基本計画はまた目を通していただいて、その都度担当課を呼んで確認をし

ても結構ですので。その中には基本的なこともたくさんありまして、わざわざ担

当課を呼ばなくても皆さんがもうこれはできているなと判断できる項目もたく

さんございます。 

それでは皆さん、今回の諮問についてご意見はございますか。無いようでした

ら、事務局はどうですか。 

 

事務局（次長）  答申の案を事務局で作らせてもらいまして、皆さんに文書でお送りさせてもら

い確認していただくという形でよろしいでしょうか。 

 

会長 文章としては簡単なものなのだろうね。 

 

事務局（次長） 同意しますとか言うようなものになります。 

 

委員 後についてくる意見書がどうなるかということですね。 

 

事務局（区長） 一度、皆さんの意見をまとめて、会長・副会長に確認してもらって、良かった

らそれを出しましたよというように皆さんに報告したらどうか。そのようにさせ

てもらったらどうか。 

 

会長 そのように、事務局にお手数おかけしますがよろしくお願いします。これは、
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いつまでが期限でしたか。 

 

事務局（区長） 10月の中ごろにはパブリックコメントを取られます。それが終わったら、すぐ

に県に手続きされます。 

 

会長 10月早々には届けた方が良いなあ。できれば、庁内部長会あたりに間に合わせ

ると良い。 

 

事務局（次長） 意見書を作らせてもらって、会長・副会長に見ていただいてもらって、皆さん

には後ほどお送りさせてもらうということで。市長に報告に行く日程については

また日程調整させてもらいます。よろしくお願いします。 

 

会長 できれば 10 月の第 1 週の前半ぐらいに、会議運営部会があるので。いずれに

せよ、まずは意見書の策定をお願いします。 

 

事務局（次長） はい。 

 

会長 それでは、事務局にご厄介をお掛けしますが、その他、事務局からは他にござ

いませんか。本日は、1 点に絞って集中審議ということで大変皆さんお忙しい中

ありがとうございました。終了に際しまして恒例の副会長からのご挨拶をお願い

します。 

 

副会長  （あいさつ） 

 

 【終了 15:00】 
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